
　各国の化学工業団体が所属する国際化学工業協会協議会（ＩＣ
ＣＡ）の理事会が５月 日、東京・丸の内のパレスホテル東京で
行われ、初めての日本開催となる。世界の化学大手トップが集ま
る国際会議で日本の化学産業をどうアピールするのか。日本化学
工業協会（日化協）の高橋恭平会長（昭和電工会長）に聞いた。

世界の共通課題を東京で議論

高橋恭平氏日本化学工業協会会長

化
学
産
業
の
市
民
権
強
化

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

　
―
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
理
事
会
が
日
本

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
我
々
化
学
産
業
の
存
在
意

義
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
よ
う

と
、
２
０
１
２
年
の
日
化
協
会

長
就
任
時
に

化
学
産
業
の
市

民
権
の
強
化
・
確
立

を
打
ち

出
し
た
。
今
回
の
国
際
会
議
誘

致
も
そ
の
一
環
だ
。
化
学
産
業

に
携
わ
る
世
界
中
の
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
と
、
化
学
産
業
の
潜
在

能
力
や
課
題
を
話
し
合
う
良
い

機
会
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

活
動
の
広
が
り
を
目
指
す
Ｉ
Ｃ

Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
へ
の

架
け
橋
に
な
る
」

　
―
理
事
会
に
合
わ
せ
て
セ
ミ

ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き

ま
す
。

　
「

産
業
変
革
の
分
析
な
ど

で
知
ら
れ
る

伊
丹
敬
之
東
京

理
科
大
学
教
授
を
モ
デ
レ
ー
タ

ー
に
、
独
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
ボ
ッ
ク

会
長
、
米
ダ
ウ
・
ケ
ミ

カ
ル
の
リ
バ
リ
ス
社

長
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
小

林
喜
光
社
長
ら
世
界
の

化
学
大
手
ト
ッ
プ
８
人

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

彼
ら
が
直
接
論
じ
合
う

こ
と
で
、

世
紀
の
世

界
が
抱
え
る
各
種
課
題
に
対
し

て
、
化
学
が
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

を
担
う
こ
と
を
強
く
社
会
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
は
ず
だ
」

　
―
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
で
日
化
協
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
か
。

　
「
地
球
温
暖
化
対
策
を
協
議

す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
気
候
変

動
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
グ
ル
ー

プ

で
議
長
国
を
務
め
て
い

る
。
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

貢
献
量
の
算
定
ル
ー
ル
を
明
確

化
し
よ
う
と
日
化
協
が
策
定
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と
に
、

年

月
、
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
世
界
経
済
人
会
議

Ｗ
Ｂ
Ｃ
Ｓ
Ｄ

と
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

が
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
発
行
し
た
。
日
化
協
の
取
り

組
み
が
世
界
で
活
用
さ
れ
た
良

い
事
例
と
な
っ
た
」

　
―
今
後
、
日
本
の
化
学
産
業

は
世
界
に
ど
う
ア
ピ
ー
ル
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
。

　
「
世
界
を
相
手
に
勝
ち
残
る

に
は
、
汎
用
品
事
業
を
中
心
と

し
た
国
際
化
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
転
換
も
含
め
た
高
付
加
価

値
化
で
各
社
独
自
の
戦
略
を
打

ち
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
化
学

産
業
は
、
社
会
に
持
続
的
発
展

を
も
た
ら
す
革
新
的
な
製
品
に

不
可
欠
な
素
材
を
提
供
す
る

産
業
の
血
液

の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
市
場
動
向
を
把

握
し
て
一
歩
先
の
価
値
を
ど
う

提
供
し
て
市
場
を
生
み
出
す

か
。
日
本
文
化
に
根
付
く
質
の

高
さ
を
武
器
に
、
顧
客
が
気
付

か
な
い
ニ
ー
ズ
を
化
学
の
力
で

実
現
す
べ
き
だ
」

　
―
日
化
協
は
安
全
対
策
も
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
事
故
事
例
を
も
と
に
現
場

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た

保
安
事
故
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を

年
３
月
に
作
成
し
た
。
会

員
１
７
６
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

現
場
向
け
教
材
に
改
良
す
る
作

業
を
進
め
て
い
る
。
非
定
常
時

に
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
な

ど
大
切
な
こ
と
に
絞
り
、
現
場

担
当
者
が
異
常
時
で
も
何
が
起

き
て
い
る
か
を
理
解
し
、
正
し

い
作
業
が
行
え
る
よ
う
に
す

る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
要

望
に
応
じ
て
保
安
防
災
面
で
も

支
援
し
て
い
き
た
い
」

　
国
内
化
学
業
界
は
円
安
効
果
で
２
０
１
４
年
３
月
期
連
結
業
績
が
軒
並
み
増
収
増
益
の

見
通
し
。
石
油
化
学
基
礎
原
料
で
あ
る
エ
チ
レ
ン
の
国
内
生
産
設
備
も
平
均
稼
働
率
が
約

２
年
ぶ
り
に
損
益
分
岐
点
の
目
安
で
あ
る

％
を
上
回
り
、
安
倍
晋
三
政
権
の
経
済
政
策

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
恩
恵
を
受
け
た
か
に
見
え
る
。
た
だ

年
以
降
、
北
米
で
安
価
な

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の
化
学
品
生
産
が
本
格
化
す
る
見
込
み
。
中
東
で
天
然
ガ
ス
、
中
国

で
石
炭
と
い
う
安
い
原
料
由
来
の
化
学
品
生
産
も
始
ま
る
中
、
国
内
メ
ー
カ
ー
の
生
き
残

り
策
を
探
っ
た
。

エ
チ
レ
ン
生
産
回
復
国
内
設
備
の
再
編
本
格
化

住友化学千葉工場のエチレン生産設備

　
「
よ
う
や
く
素
材
の
末
端
に

も
景
気
回
復
の
波
が
届
い
た
」

―
。
石
油
化
学
工
業
協
会
の
小

林
喜
光
会
長

三
菱
ケ
ミ
カ
ル

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長

は

年

月
、

カ
月
ぶ
り
に
国

内
エ
チ
レ
ン
生
産
設
備
の
平
均

稼
働
率
が

％
を
上
回
っ
た
こ

と
を
、
こ
う
表
現
す
る
。

　
自
動
車
、
電
子
部
材
の
素
材

を
供
給
す
る
石
化
業
界
は
自
動

車
、
電
機
業
界
に
比
べ
て
景
気

変
動
の
影
響
が
半
年
程
度
遅
れ

る
と
さ
れ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
や
消
費
増
税
の
駆
け
込
み

需
要
で
自
動
車
、
電
機
業
界
の

業
績
回
復
が
顕
著
に
な
る
中
、

年
の
国
内
エ
チ
レ
ン
生
産
量

も
前
年
比
８
・
９
％
増
の
６
６

９
万
２
５
０
０

と
、
よ
う
や

く

年
の
水
準
に
戻
っ
た
。
円

安
で
輸
出
向
け
汎
用
化
学
品
の

競
争
力
が
回
復
。
円
高
で
流
入

し
た
輸
入
品
が
減
っ
た
こ
と
も

回
復
の
一
因
と
な
っ
た
。

　
国
内
エ
チ
レ
ン
生
産
設
備
の

平
均
稼
働
率
は
そ
の
後
も

％

超
が
続
き
、
３
月
も

・
２
％

と
４
カ
月
連
続
で

％
を
上
回

っ
た
。
今
後
は
消
費
増
税
後
の

自
動
車
生
産
減
な
ど
の
影
響
を

受
け
る
が
、
小
林
会
長
は
「

年
下
期
に
か
け
稼
働
率
９
割
超

を
維
持
す
る
だ
ろ
う
」
と
み

る
。

　
そ
の
要
因
が

年
か
ら
本
格

化
す
る
国
内
エ
チ
レ
ン
生
産
設

備
の
再
編
だ
。
第
一
弾
と
し
て

三
菱
化
学
鹿
島
事
業
所

茨
城

県
神
栖
市

に
２
基
あ
る
生
産

設
備
の
う
ち
、
１
基

年
産
能

力

万

を
５
月
に
停
止
す

る
。

年
５
月
に
住
友
化
学
千

葉
工
場

千
葉
県
市
原
市

の

生
産
設
備

同

万

、

年
４
月
に
旭
化
成
水
島
製
造
所

岡
山
県
倉
敷
市

の
生
産
設

備

同

万
３
０
０
０

が

停
止
予
定
だ
。
こ
れ
に
よ
り
国

内
エ
チ
レ
ン
年
産
能
力
は
現
状

比
約
２
割
減
の
６
０
０
万

程

度
に
減
る
。

　
た
だ

年
以
降
、
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
安
価
な

原
料
を
用
い
た
エ
チ
レ
ン
生
産

設
備
が
相
次
ぎ
海
外
で
立
ち
上

が
る
。
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の

化
学
基
礎
原
料
は
日
本
の
エ
チ

レ
ン
生
産
設
備
が
原
料
と
す
る

石
油
由
来
に
比
べ
、
価
格
が

分
の
１
以
下
。
年
産
能
力
も
日

本
に
比
べ
て
３
倍
超
の
大
型
設

備
で
大
量
生
産
す
る
海
外
勢
に

対
し
、
コ
ス
ト
競
争
力
で
か
な

わ
な
い
国
内
メ
ー
カ
ー
に
対
抗

策
は
あ
る
の
か
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

の
社
外
取
締

役
を
務
め
る
橘
川
武
郎
一
橋
大

学
大
学
院
教
授
は
米
国
進
出

と
、
ブ
タ
ジ
エ
ン
や
芳
香
族
な

ど
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の
エ
チ

レ
ン
生
産
設
備
で
は
生
産
で
き

な
い
化
学
品
の
強
化
と
い
う
二

つ
の
対
応
策
を
挙
げ
る
。

　
米
国
進
出
で
は
信
越
化
学
工

業
が
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の
エ

チ
レ
ン
生
産
設
備

年
産
能
力

万

建
設
に
向
け
、
ル
イ

ジ
ア
ナ
州
環
境
庁
に
許
可
申
請

し
た
。
信
越
化
学
工
業
の
米
子

会
社
は
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
の
世

界
最
大
手
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で

年
に
塩
ビ
樹
脂
原
料
で
あ
る

塩
ビ
モ
ノ
マ
ー
年
産
能
力
約
３

０
０
万

を
持
つ
予
定
だ
。
こ

れ
ま
で
外
部
調
達
し
て
い
た
塩

ビ
モ
ノ
マ
ー
原
料
の
エ
チ
レ
ン

を
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の
自
社

生
産
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、

コ
ス
ト
競
争
力
を
大
幅
に
強
化

で
き
る
利
点
が
あ
る
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
も
米
国

で
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
由
来
の
エ
チ

レ
ン
を
原
料
に
ア
ク
リ
ル
樹
脂

原
料
の
メ
タ
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

Ｍ
Ｍ
Ａ
モ
ノ
マ
ー

を
生
産

す
る
設
備
の
建
設
を
計
画
。
ク

ラ
レ
も
テ
キ
サ
ス
州
で
フ
ィ
ル

ム
原
料
な
ど
に
使
う
ポ
リ
ビ
ニ

ル
ア
ル
コ
ー
ル

ポ
バ
ー
ル

樹
脂
の
生
産
設
備

年
産
能
力

４
万

が
年
内
に
完
成
す
る

見
通
し
だ
。

　
ブ
タ
ジ
エ
ン
生
産
で
は
昭
和

電
工
が
大
分
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

大
分
市

で

年
度
ま
で

に
、
塗
料
用
溶
剤
の
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
を
原
料
に
ブ
タ
ジ
エ

ン
を
生
産
す
る
技
術
を
実
用
化

す
る
。
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
も

ナ
フ
サ
か
ら
ブ
タ
ジ
エ
ン
抽
出

後
に
残
っ
た
ブ
テ
ン
か
ら
ブ
タ

ジ
エ
ン
を
再
抽
出
す
る
新
製
法

を
確
立
し
て
い
る
。
芳
香
族
生

産
で
差
別
化
す
る
た
め
に
も
石

化
の
上
流
に
位
置
す
る
石
油
精

製
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
も
急
務

と
な
る
。

多彩な技術が結集

化学産業

　　 ２０１４年 平成２６年 ４月２５日 金曜日 【広告特集】 （ ）


